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万冊の一部を奥多摩の多西村(現あきる野市)と埼玉県志紀町（

現志木市)に疎開することを検討した｡しかし、それを運ぶ人手

も戦地に取られ、当時の都立一中生(現日比谷高校生)たち26

名が動員された｡さらに中田は、この際、民間人が蒐集している

貴重な本も買い上げ､疎開させるべきだと提案､加賀豊三郎､諸

橋轍次、井上哲次郎などから貴重本を買い上げ疎開させた｡や
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嘘鋤衰
がて運命の1945年（昭和20年）5月25日を日比谷図書館は

迎える｡この大空鑿によって蔵書209,040冊は，図書館と運命

をともにした｡だが、中田が買い上げた民間貴重書と蔵書の一

部を併せたおよそ40万冊の本は、奥多摩と埼玉県志木市の蔵
の中で助かったのである。
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蔵
し
ま
す
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一
挺
感
穏
雌
鵡
謹
認
癌
吏
㈱
掲
載
仁
つ
い

尚 ７靭
坪
８
月
１
日
㈲
に
可
疎
熊
し
浪
純

万
冊
の
図
書
し
を
７
月
罫
日
脚
腫

司
ヴ
ォ
－
す
Ｉ
の
謎
の
リ
ス
ト
」
を
、

強
し
え
み
よ
う
と
思
い
ま
ず

取
材
源
協
力
’
て
下
＃
７
に
す
べ
て
一

１
鷲
は
需
阿
齢
』
零
潅
じ
患
子

本
診
と
守
ス
ノ
う
丈
や
ｚ
痢
琴
Ｉ
う
と
い

う
識
Ⅷ
隠
訣
イ
ロ
ジ
エ
ク
ト
更
完
遂

寺
を
薩
、
さ
暫
く
く
弧
涯
の
燈
と
知
八
Ｊ

ま
し
旗
．
中
闇
秤
造
さ
ん
に
っ
Ⅵ
了
協

マ
念
、
裂

き
ま
‐
し
龍
．

》
参
加
の
智
様
か
ら
零
せ
て
頂
い
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一
〈
唖
γ
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１
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、
ノ
の
方
々
肉
声
か
ら
臼
太
が
被
笑
し
た

２
戦
争
の
戦
禍
侭
み
ま
わ
点
た
の
だ
と
い

く
う
、
』
と
蓬
い
し
臥
し
と
感
哩
時
代
参
）

一
蕊
献
鍬
霊
科

て
う
伽
１
と
伝
え
て
、
語
１
鋪
い
で
い

菰
孝
く
て
は
Ⅶ
け
琴
い
と
浅
く
感
じ
垂

悪
霊
慰
霊
謬

遥
参
、
て
い
る
．
誹
甥
γ
の
駕
仙
世
界
的
平

蒜
重
絲
γ
手
に
は
い
，
ラ
蝋
圭
せ
ん
．

一
Ｍ
東
急
本
欠
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篭
分
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、
息
チ
が
端

一
ん
月
次
乏
仏
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送
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辰
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を
思
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缶
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ま
し
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篠
今
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度
が
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懸
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言
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、
。
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描
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ま
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い
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７
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長
い
歴
〃
倉
‐
鞭
Ｉ
で
潮
う
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、
風
、
、
と
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す
ね
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泉
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人
讃
㈱
宮
で
す
．
予
圦
芝
引
さ
餓
箏
を
止
め
る
、
、
ｔ
か
孟
耒
家

一
雄
が
紫
く
て
は
い
け
ま
す
ん
郷
、
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柳
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か
言
い
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一
１
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淵
ｈ
で
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町
』
易
γ
久
紅
又
実
子

ｒ
庭
的
で
雇
史
の
一
端
童
知
る
事
紺

画
淵
撚
賜
鮒
叫
恥
剛
村
ｒ
潮
，
侭
遠
拘

哀
あ
，
辰
と
い
、
１
學
は
戟
大
が
γ
今

一
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ろ
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甲
フ
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乏
蒔
フ
γ
い
る
八
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い
Ⅵ
が
わ
い
ぅ
ま
ず
ん
称
日
本
を
大
変

よ
く
知
う
て
親
し
ん
だ
万
々
が
《
国
本

の
文
化
餅
乏
守
う
て
下
十
、
っ
淀
の
だ
と

識
う
ま
し
兵
。
知
今
摩
暑
争
ば
か
う
で

可
１
離
旧
器
恂
鮮
』
平
淑
莫

潔
Ⅵ
狭
で
、
何
．
七
言
《
ノ
て

１
と
了
も

償 の

鰯
ノ
‐
《
し

ヱ
リ
ゼ
ー
エ
フ
汐
”
一
フ
ソ
が
ｆ
艀
ソ
・

ウ
ォ
ー
ナ
ー
〃
奪
々
、
麦
富
塚
久
献
。

文
化
を
守
る
握
め
に
貢
耐
ず
叺
挺
万

々
げ
い
ら
し
涯
功
で
す
”
．

朝
八
窟
往

河
貫
一
才
の
も
公
く

，，
知
り
ま
す
ん
で
し
た
婚
セ
ル
ゲ
ィ
。

い
つ
に
な
う
辰
，
う
》
ん
は
哉
慰
壷
を

痔
從
啄
く
年
ろ
の
宿
る
。
っ
？
‘

１
鮴
間
血
で
胤
町
Ｊ
詫
木
蟇
淳
子

知
，
フ
態
い
情
報
伽
吟
僻
い
誇
義

ぅ
た
伽
で
と
で
己
勉
強
に
な
ク
ま
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身
遙
乗
ｊ
出
’
て
見
攻
Ｌ
《
媚

私
ば
、
泥
和
卯
年
代
以
刑
半
を
雛
河
合

で
過
評
こ
ま
し
←
馬
手
駁
人
脹
古
書
店

重
経
萱
’
て
Ⅵ
ろ
者
も
Ⅵ
ま
し
危

夛
く
の
知
ち
な
Ⅵ
事
董
あ
弓
振
め

て
知
る
《
烏
と
が
圭
来
季
し
涙
。

全
め
１
Ｊ
が
ｒ
と
ム
ー
ノ
対
巳
争
く
い
土
●
参
’
’
し
仁
哺

文
化
を
葎
す
る
夛
く
い
人
々
の
力
を

魂
雛
無
深
葱
蕊
成

’
も
ｆ
中
７
．
胤
似
謝
１
１
４
手
Ｔ
Ｉ

１
鮴
側
胤
瑞
ｈ
児
Ｗ
Ｊ
青
木
和
子

神
顔
を
代
秀
ず
も
古
書
店
に
勤
務
し

１
臥
淵
財
布
０
岬
Ｊ
十
口
関
と
し
チ

全
体
重
見
て
・
謬
手
は
絶
対
脆
避
け

な
げ
阻
崩
い
け
な
Ⅵ
と
強
く
思
う
尾

ｏ
十
回
末

ザ 、

（
‐
、
《
Ｉ
参
、

牙
、
油
Ⅸ
と
の


